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１．はじめに 

近年の脱炭素の動きにより鉄鋼業における高炉から電炉への生産プロセスの移行は加速している。これに

伴って発生量の増加が見込まれる電炉ダストは 20～40％の亜鉛を含んでおり、亜鉛の二次資源であるが国

内では特別管理産業廃棄物とされている。この処理に関し種々の取り組みがなされたにも関わらず、現実的

には以前からの技術であるウエルツキルン法が唯一の処理プロセスとなっており現在もシェアを拡大してい

る。ウエルツキルン法は鉱石製錬に対して基本的にコスト的劣位にあるが、亜鉛価格高騰時は鉱石採掘コス

トがないため大きな収益も得られ、一方、亜鉛価格低下によりその競争力は低下する。また、現時点の日本

ではこの処理コストを発生者である電炉会社が負担していることによって成り立っている面は否めない。ウ

エルツキルン法で発生する残渣の一部は埋立もなされており環境負荷を抑えるために新たな処理技術が望ま

れている。 

２．これまでの取り組みと既存技術 

我々は硫酸浸出、塩酸浸出、苛性ソーダ浸出を検討した結果、苛性ソーダ浸出法に焦点を絞り検討した。

この方法では溶解工程で Fe は溶解しないために容易に Zn と分離できる利点がある。この方法は 1980 年代

にフランスにおいて Cebedeau プロセス 1）としてパイロットスケール試験まで実施されたが、固液分離に必

要なろ過性の問題が解決できなかったことから開発が中断されている。それ以降も種々の取り組みが行われ

ているが、現在までに実用化には至っていない。また、最終製品である電気亜鉛についても亜鉛地金水準の

純度は達成できていない。 

３．新規プロセスの提案とその検証について 

我々は Fig.1 に示すような電炉ダスト処理法を考え検討を行った。従来の電炉ダスト処理方法であるウエ

ルツキルン法と亜鉛製錬法を組み合わせた亜鉛回収プロセスに比較し、本処理法では還元処理を 1 回に抑え

ることが出来るので必要エネルギーが少ないというメリットがある。二酸化炭素発生量の削減が見込まれ、

また、処理後の残渣も発生しないためゼロエミッションも達成できる方法である。 

本発表では実電炉ダストを用いた実験室規模での試験を通じて、既存技術で未解決であったろ過性の改善等

の検討結果を報告する。 

この成果は、国立研究開発法
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